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者は，1815年6月に中部ドイツのイェーナで同地の学生
有志が，政治的改革意向をもつ史上最初の組織的な学生
団体「ブルシェンシャフト」を結成した事件を取り上げ，
この学生運動の成立の背景と根拠，この運動の特殊な性
格とその後のドイツ学生運動に及ぼした影響関係につい
て論究した。本稿で，1906年のナポレオンのドイツ占領
に始まる反仏闘争と，ドイツ・ナショナリズムの高揚に
よる解放戦争の勝利を契機に，近代的な立憲的国民国家
を求める学生運動の組織体として“Burschenschaft”が
結成されたこと，この運動はイェーナ大学というゲーテ
の管理下にあった特殊な精神的・知的な雰囲気なしには
起こり得なかったこと，また強烈なナショナリズムが反
ってこの学生運動を自壊の方向に導いたことなどが明ら
かにされた。
　2）「ゲーテと大学（その1）」（「影」36号pp．19－36，
1994年5月刊）は，ゲーテがドイツ最大の詩人・作家で，
かつまた偉大な自然研究家であったことに加えて，一小
領邦国家の為政者としてイェーナ大学の管理運営に従事
した体験に焦点を当てて，ゲーテの大学観，学者・学生
批判を，ライフワークの『ファウスト』全篇で描いた大
学・学問観と教授・学生像の考察と，イェーナ大学での
現実体験の検証とを通して，近代の大学・学問史から見
たゲーテの位置を見定めようと試みた二部から成る論文
の前半部である。本論はゲーテの学生時代の体験に基づ
く考察から，近代の大学・学問に対するかれの考え方を
詳論したが，次は『ファウスト』第2部の作品分析を通
じて同一問題を追求し，18世紀後半から19－20世紀にか
けての時期のドイツの大学と教授・学生像を叙述してみ
たい。
　ともあれ当面の課題は，近代ドイツにおける大学・学
問・教育の歴史を，単に法制史的にのみ理解するのでは
なく，近代ドイツの文学と教育史の認識に基づく哲学的
人間学と知識社会学的な視点からの考察でなければなら
ない。
Tadao　SUGIURA
　近代ドイツにおける大学の発展の諸相とそれに伴う教
授・学生の動向・生態に関する研究課題を，以下の二篇
の論文と口頭による研究報告で発表した。
　1）「ドイツ最初期の学生運動とナショナリズム
1815－1817」（「明大教養論集」通巻264号pp．153－186，
1994年3月刊）
　本論文は既発表のドイツ教育研究会での研究報告「ド
イツ学生運動とナショナリズム」（1993・5・31於国立教
育研究所）の内容の大幅な拡充深化から成る。ここで筆
